
スケジュール(案) 

  

 ２月 19日 第１回作業チーム 

○ 今後の審議の進め方 

○ ヒアリングの視点、ヒアリング事項の抽出 

＊ヒアリングにおいては、今後のリサイクルの高度化について、どのような方

向性で努力しているのか、今後何ができそうか、その結果環境保全効果、コ

スト削減効果がどの程度出ると思われるか、またそのために他の主体におい

て何をしてもらいたいか、他の主体からの要望に応えられるか等について効

率的に聴取するため、予めヒアリング事項を抽出し、各主体に提示する。 

 

 ３月 16日 第２回作業チーム 

○ 再商品化事業者（材料リサイクル）へのヒアリング及び意見交換 

 

 ３月 30日 第３回作業チーム 

○ 再商品化事業者（ケミカルリサイクル）へのヒアリング及び意見交換 

○ 特定事業者の取組へのヒアリング及び意見交換 

 

 ４月中旬 第４回作業チーム 

○ 自治体、消費者へのヒアリング及び意見交換 

○ 再商品化段階における市町村の意向の反映方法について 

○ これまでの議論の整理 

 

４月下旬 合同会合 

○ 作業チームの整理を受けた議論 

   ＊別途議論の状況について報告 

 

５月 第５回作業チーム  

 以下の事項についての一応の整理をリサイクルの手法別に行う 

（１）材料リサイクル手法の評価、課題 

（２）入札における優先的取り扱いの在り方 

（３）緊急避難的・補完的な利用の取扱い 

（４）今後のプラスチック・リサイクルの在り方 

（５）平成２３年度入札に反映させるべき措置 

 

６月～７月 合同会合（２回程度） 

○ 作業チームの検討結果を踏まえた取りまとめ 

   ＊別途議論の状況について報告 
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